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　 猛暑が続いていま すが、 今日はこ の暑さ と は正

反対の、 南極の寒さ に関する お話をお届けし ま す。

南極は 0度以下が当たり 前の世界であり 、 私たち

の生活や仕事と は全く 異なる 環境が広がっていま

す。 本日は、 南極での経験を いく つかのテーマに

分けてお話し し ます。

≪南極の氷河と 地理≫

　 南極大陸は広

大な「 氷床」 で

覆われています。

氷床は、 南極大

陸全体に積も っ

た雪（ ダイ ヤモ

ンド ダス ト ） が

長い年月を かけ

圧縮さ れて形成さ れたも のです。「 氷河」 は南極の

特徴的な地形で、 南極には「 白瀬氷河」 と いう 世界

でも 速く 流れる 氷河が存在し ます。 さ ら に、「 棚氷」

（ 氷床が海に突き 出し て割れずに海に浮かぶも の）

や、それが割れて海に浮かんで漂う「 氷山」など、様々

な氷の形態が存在し ま す。

≪昭和基地の設立と 歴史≫

　 日本の昭和基地は、 1957年に建設さ れま し た。

こ れは国際地球観測年に合わせて南極での観測を

開始し たこ と がきっかけです。 当初、 日本が南極

観測に参加する こ と に反対意見も あり ま し たが、

日本の探検家・ 白瀬矗（ のぶ）がアムンセンやスコッ

ト と 同じ 時期に南極で測量していたことも 評価され、

観測が認めら れまし た。

　 昭和基地は、 南極大陸から 少し 離れたオングル

島に位置し 、 周囲1000キロ メ ート ルに他の越冬基

地がない孤立し た場所にあり ま す。 現在でも 接岸

が 難し く 、 最

初の観測隊で

は氷に閉じ 込

めら れ、 ソ ビ

エト の助け を

借り て 脱出し

たと いう 苦し

い歴史も あり ま す。 こ のエピ ソ ード も 含めて、 昭

和基地は、日本が南極での観測を続ける 基盤と なっ

たのです。

≪昭和基地での生活≫

　 昭和基地での生活は厳し く 、 特に越冬隊の任務

は大変です。 気温がマイ ナス 40度近く に下がる こ

と も あり 、ブリ ザード（ 猛吹雪）が頻繁に発生し ます。

隊員たちはその中で生活し 、 観測や基地の維持作

業を行います。

　 極地では一日中太陽が昇ら ない時期（ 極夜） や

一日中太陽が

昇って いる 時

期（ 白夜）があ

り ま す。 特に

真っ 暗な冬至

（ 6/21頃）の頃

にはメ ンタ ルケアも 大変重要と なる ので、 昭和基

地では定期的にパーティ ーを行う ほか、 冬至には南

極にある 各国の基地間で「 ミ ッド ウィ ンター祭」のお

祝い交流をする など、 世界中の基地で協力し て越

冬を乗り き り ま す。

≪科学的な成果と 発見≫

　 南極での観測は、 多く の科学的成果を生み出し

ていま す。 特に隕石の発見やオゾ ンホールの発見

など は、 日本が世界に先駆けて行った重要な業績

です。 氷床コ ア（ 氷のサンプル） を採取し て、 数

十万年にわたる 気候の変動を解析する 研究も 行わ

れていま す。 現在、 日本は世界ト ッ プク ラ ス の技

術を持ち、 過去100万年分のデータ を解明する こ と

を目指し ています。

≪地球温暖化と その影響≫

　 今、 富山も そう ですが、 世界では気温が急激に

上昇し ており 、 温暖化の影響が顕著です。 南極で

得ら れたデータ も こ れま での気候変動の証拠や温

暖化の将来予

測など に利用

さ れま す。 温

暖化の影響に

対処するため、

気象庁では防

災予防や気象

の普及啓発活動を行っています。

≪おわり に≫

　 今日は、 南極の厳し い環境と そこ で行われてい

る 活動について紹介し まし た。

　 南極での生活や観測を支える ため、 日本が誇る

様々な技術や手法、 科学が駆使さ れており 、 得ら

れた知見は日本や世界に還元さ れま す。 今後も そ

の重要性は増し ていく でしょう 。

〈 特別講演〉「 南極観測の必要性と 観測隊員の暮ら し 」
木津　 暢彦 氏

富山地方気象台　 リ スク コ ミ ュ ニケーショ ン 推進官
（ 第5 9 次南極地域観測隊越冬隊長）
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気象台
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南極大陸の氷河・ 氷床

昭和基地

接岸中の「 し ら せ」を見に来た
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イ ベント の一コ マ



安野屋町公民館　 館長　 鈴木　 友喜

《 地区の概要》　

　 安野屋地区は、 中心市街地の西に位置し 、 県道

44号富山高岡線（ 旧国道8号） と 富山地鉄の軌道線

（ 富山大学前行） が通り 、 北側には高志の国文学館、

芝園小・ 中学校、富山中部高校がある 学園地区です。

高齢者が通院し やすい市立富山ま ちなか病院も あ

り ま す。 地域の景観と し ては、 富山大橋の五福方

面から 観る 晴れた日の立山連峰、 春の松川の桜並

木に花が咲き 乱れる 様子は名景観です。

《 公民館の概要》

　 昭和40年4月1日に、

安野屋町が区画整理

で 1～3 丁目に分割さ

れま し た が、 公民館

は共有で 使用し て い

ま す。

　 当公民館は地鉄軌道線（ 富山大学前行） 安野屋駅

電停から 徒歩1 分のと こ ろ にあり 、 築59 年の木造

瓦葺平屋ですが能登半島地震によ る 被害は漆喰壁

の軽いヒ ビ 割れのみでし た。

《 公民館活動》

　 年間行事と し て、 総会と それに伴う 事務、 年末

夜警、 冬期間の通学路の除雪や、 大正時代に神通

川堤防改修時に川か

ら 引上げら れた 石仏

（ 観音様 )の 年に一度

の お祭り が あ り 、 終

了 時 に 灯 篭 流 し を

行っていま す。

　 その他にも 、 川を き れいにする 運動、 高齢者と

幼稚園児の集い、 お花見会、 お月見会や流し そう

めん、 Ｂ Ｂ Ｑ 大会のほか、 文化祭（ 健康展など ）、

ウ イーク エンド コ ン サート など の文化行事も 数多く

行っ て い ま す。 各 種

団体と の共同行事は、

主に長寿会連合会が

主体と なって活動し て

いま す。

《 おわり に》

　 安野屋町1～3 丁目の人口は 595人、 世帯数 341

世帯で、 65 歳以上が 194 人と 市の多く の地区と 同

じ で高齢化が進んでいま すが、 今後も 公民館、 ふ

る さ と づく り 協議会、 長寿会連合会、 自治振興会

など と 相互に協力し 、 地域住民への活動を 継続し 、

気軽に集える よう な、人、町づく り に努めていき ます。

秋吉町内会　 副会長　 安田　 　 隆

《 地区の概要》

　 秋吉地区は、 常願寺川の扇状地で、 南から 北西

に向かって緩やかな下り 坂と なっていま す。 周辺に

は山も あり ま せんので、 防災に対し てほと んど 意識

がない町内です。 今年の 3月現在の世帯数が 817戸、

人口1,887人、 後期高齢者数232人、 避難行動要支

援者は35人です。

《 防災隊設立の経緯》

　 令和4年8月、 富山市で大雨洪水警報が発令さ れ、

町内の 用水の 縁す

れすれま で 水が 流

れ て い ま し た。 こ

の と き 数人の 方か

ら 「 おら どこ に避難

すり ゃいいんだ」 と

いう 問い 合わ せが

あり まし た。

　 そこ で、 町内会の本部役員で話し 合い、 避難行

動要支援者を 積極的に救助する ための自主防災組

織づく り が必要と いう こ と で準備を始めまし た。 以

上が秋吉防災隊の設立経緯です。 11月と 12月に説

明会を開催し 、 翌年3月に富山市に防災組織の届け

をし まし た。

《 防災隊の組織・ 活動》

　 当時の役員構成は本部役員、 行動班、 情報班、

給食・ 給水班、 民生委員の約30 名です。 ま ずは、

富山市や町内会から の助成金でリ ヤカーやヘルメ ッ

ト など 資機材を購入し 、 公民館に置き まし た。

　 次に避難行動要支援者のための支援マニュアルを

作成し ま し た。 洪水編では水平避難よ り 垂直避難

を 推奨する こ と を 決めま し た。 警戒レ ベル3（ 高齢

者等避難） 以上が山室校下に発令さ れたと き 、 隊長

等から 民生委員に連絡し 、 要支援者に所定の場所

に避難する よ う に指示

をし ても ら う こ と にし 、

電話連絡でき ない場合

は、 防災隊員が個別訪

問し 、 直接説明し て 避

難し ても ら う こ と にな

り まし た。

　 地震編では震度5 以

上の地震が発生し た時、 隊長等から 民生委員に連

絡し 、 要支援者の安否を電話で確認、 または、 ご自

宅に行って安否を確認し ていく こ と に決めまし た。

《 おわり に》

　 こ のよ う な取り 組みによ り 、 住民から は「 防災隊

ができ てと ても 心強い」「 でき る こ と から 協力し たい」

と いう 声が届けら れていま す。

　 ただ、隊員に若い人が少なく 、こ れから 、『 町民の、

町民によ る 、 町民のための秋吉防災隊』 をどう 広げ

ていく のかが一番の課題だと 思っていま す。

事 例 発 表事 例 発 表
「 公民館と 自治会が協力し

人、 町づく り に努める」
「 安全・ 安心な町づく り 」

安野屋町公民館前景

石仏の祭り の灯篭流し（ 松川）

高齢者と 園児の集い

防災訓練の様子

民家近く の用水が溢れる



（ 市立小見公民館）上村　 弘樹

（ 市立広田公民館）森川　 美子

（ 市 公 連 推 薦）清水　 孝夫

（ 市立室牧公民館）八朝　 淳子

（ 市立新保公民館）見高　 知子

（ 市 公 連 推 薦）山本　 桂三

（ 市 立 上 条 公 民 館）若林　 祐子

（ 市立八人町公民館）藤田　 和則
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わが町新築公民館紹介 富山市教育委員会へ要望書提出

　 町内会の旧公民館は、 築後58年経過し 、 老朽化も

進んでいます。 数年前から 全面改築を計画し ていまし

たが、 今年度、 町内会の承認を 得て、 富山市の建設

補助金及び整備資金貸付制度を 活用し て建設する 事

になり まし た。 補助金の交付、 整備資金貸付の決定の

後、 9月上旬に上棟し まし た。 旧公民館建設当時と は

世帯数も 半減し ている 事も あり 、 床面積も 22㎡余り 小

さ く なり まし たが、 完成後は町内会や公民館活動の拠

点と し て、 各種会合を

はじ め町民の交流、 親

睦の場と し て今迄以上

に活用し ていき たいと

思っています。

（ 延床面積85.29㎡）

　 富山県内の公民館で行われる 講座や

イ ベント など の情報は「 と やま 公民館

学遊ネット 」 のホームページで各公民館

から 発信さ れています。

　 富山市公民館連絡協議会のコーナー

では、 最近の研修会の資料や、 特別講

演・ 事例発表（ 動画）なども 閲覧できます。

と やま公民館
学遊ネット

ト ッ プ ページ

富山市公民館
連絡協議会

　 富山市では82か所の市立公民館を拠点に、 各地区に「 ふるさと づく り 推進協議会」 を立ち

上げ、 地域特性を生かし た事業を展開し ています。

　 分科会では、 地域住民の連帯感を深め、 学びと 参加で豊

かなふるさと づく り の実現を図ること を目的とし ている「 地域

づく り ふれあい総合事業」について発表しまし た。

　「 SDGsに関する取組」では、 様 な々団体と 協力し 、 講演会

やフード ド ラ イブ等を実施し ている 速星地区、 ペット ボト ル

の蓋から 作ら れたフラ ワーポット で花の寄せ植えを作った萩浦地区を、「 幅広い層の

利用者を増やす取組」 では小学校体育施設の利用団体の協力で、 年齢性別を問わず

楽し める 屋内イベント を実施し た上滝地区、 幅広い世代の参加を意識し 、 校区の体

育協会の協力でスポーツフェスを実施し た新保地区を紹介し まし た。

　 各地区にある 技能やノ ウハウを持つ地域の各種団体や民間企業等は資産です。 ま

た、 う まく 地域の団体と 協働し 、 知恵を絞り ながら 行事を開催し ている地区は、 ノ ウ

ハウを披露すること で、 他地区の行事の企画力、 運営力の向上にも 寄与し ています。

　 こ れからも 、 ふるさと づく り 推進事業の実施が、 各地区の各種団体や住民と のつ

ながり の深化の役割を果たし 、 地域の活性化に貢献できればと 考えています。

　 8月23日、 市公連から 会長はじ め副会長、 常任
理事等8名で、 市教育委員会へ要望書を 提出し ま

し た。 市側から は、 教育委員会関谷事務局長はじ
め幹部の皆さ ん 4名が出席さ れまし た。

要　 望　 事　 項

１ 　 市立公民館職員の研修機会拡充

２ 　 公民館の施設整備への支援

３ 　 社会教育主事の配置及び社会教育士制度の活

用促進

４ 　 市公連への加入促進

５ 　 自治公民館建設補助金の活用

６ 　 自治公民館建設補助金（ 修繕）の補助対象経費

の引き 下げ及び経過期間（ 5年）の短縮

７ 　 熱中症対策のためのエアコ ン設置（ 新設、更新）
への支援

　 要望への回答につき まし ては、 3月理事会で報告
する 予定にし ていま す。

館長　 小川　 伸一
岩瀬地区

諏訪町公民館

富山市教育委員会
生涯学習課生涯学習係長

本多 由香利

公民館活動をご覧いただけます

分科会の様子

熱心に質疑が行われた

第55 回東海北陸社会教育研究大会富山大会
第52 回富山県社会教育大会 に参加し て


